
ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ
実施期間︓R3年〜R4年

九州⼤学（調査分析）
共同実施機関︓東京⼯業⼤学

【実施体制と⽬的】⼥性活躍指標に基づく⼥性研究者活躍促進に関する国際調査
本事業では、論⽂業績データの定量解析により得られた「⼥性活躍指標」に基づき、⼥性研究者活躍促進に関する⼤学
部局の国際調査を実施する。データをもとに海外トップ⼤学との情報交換/調査研究を進めることで、⼥性研究者の活
躍促進を阻む問題点を明確にし、その抜本的解決策を導き出すことを⽬指す。
九州⼤学と東京⼯業⼤学が連携することで、総合⼤学理⼯系部局と理⼯系⼤学との⽐較から、特に STEM分野の次世代
⼥性育成の問題について整理する。

【体制の概要】【特⻑】
 九州⼤学が2017年より実施してい

るエルゼビア社ジェンダーレポート
に準ずる「男⼥別論⽂業績分析」を
踏まえての提案である。

 ジェンダー問題の対策を講じるので
あればまずは「部局」から、という
⽶国科学・⼯学・医学アカデミーの
提⾔に基づく調査分析である。

 研究業績データは部局環境（⼈事選
考・⼈材育成）を反映しているとい
う視点に⽴った解析法である。

 海外調査研究には若⼿研究者、
⼥⼦⼤学院⽣を同⾏し、次世代
研究者およびその予備軍の育成
を図る。
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【取組概要】
1. ⼥性活躍指標に基づく実施機関内部局調査による国際調査⽅針の決定
2. 第１回 国際調査（九州⼤学︓UCサンディエゴ）
3. 第２回 国際調査（東京⼯業⼤学︓インペリアル・カレッジ・ロンドン ）
4. 第３回 国際調査（九州⼤学︓イリノイ⼤学）
5. 第４回 国際調査（東京⼯業⼤学︓アーヘン⼯科⼤学 ）
6. ここまでの調査結果を踏まえ、さらに２３機関追加を検討
7. 総合データ解析/報告書執筆/国際会議発表準備
その他 ○HP作成 ○シンポジウム開催

【広報関係】

期待される成果
⼥性研究者の採⽤、育成に関する定量的

データ（総合⼤学/理⼯系⼤学別、国別、部
局別）を海外から集め⽐較検討することで、
⽇本の抱える問題の本質を明らかにする。

機関名︓国⽴⼤学法⼈九州⼤学
男⼥共同参画推進室

所在地︓〒819-0395
福岡市⻄区元岡744

連絡先︓092-802-2034
office@danjyo.kyushu-u.ac.jp

ＨＰ︓ http://danjyo.kyushu-u.ac.jp

【広報関係】
2007-2009 ⼥性研究者⽀援モデル育成「世界へ⽻ばたけ︕⼥性研究者プログラム」

・３つの学内保育施設設置 / 研究助成⼥性枠（独⾃施策）
2009-2013 ⼥性研究者養成システム改⾰加速「⼥性枠設定による教員採⽤・養成システム」

・出産時⽀援教員採⽤/⼥性⽐率による部局研究費傾斜配分 （独⾃施策）
2015-2020 ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ（特⾊型）
2019-2024 ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ（先端型）SENTAN-Q

【お問合せ】


